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Ⅰ　基本情報

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 東区市民部地域振興課（741-2429）

１　施設の概要

名称 札幌市東区民センター 所在地 東区北11条東7丁目（別館：北10条東7丁目）

開設時期 昭和52年7月18日　別館：昭和53年12月4日 延床面積 専有部分：2,862.57㎡　別館：専有部分388.392㎡

目的 地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄与する。

事業概要
（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

主要施設 ホール、会議室（4室）、和室（2室）、実習室、図書室　　別館：集会室（3室）

２　指定管理者

名称 一般社団法人　札幌市区民センター運営委員会

指定期間 平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

募集方法

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されることにより、地
域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管理運営を通して把握された地域課
題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとな
る。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、
地縁による団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運
営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行われてい
る場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

３　評価単位
施設数：１施設

複数施設を一括評価の場合、その理由：
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Ⅱ　平成３０年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定
　▼　 区民センターは、地域住民の生活文化・教養の向上、コ
      ミュニティ活動の助長を図り、地域住民の福祉の増進に寄
      与することを目的として設置されている。この設置目的の
      理念に基づき、単に「貸室事業」にとどまらず、地域コミュ
　　 ニティ施設の中核として、「まちづくり」に積極的に係わる
      とともに支援・協力をこれまでにも増して一層推進する。
　　　  具体的には、①「まちづくりに興味を持つきっかけにな
      る場の提供」、②「地域の人材発掘・活用に関わる専門性
      を有する機関との連携・協働」、③「情報発信・受信の拠
      点」、④「区民から親しまれる区民センターを目指す」を
      基本方針としている。また、区役所を訪れる区民が区民
      センター窓口で問合わせすることが多々あり、「区役所
      業務の案内役」としての業務も担っている。

平成30年度も基本方針に基づい
た事業、業務改善について着実に
実施した。「区民から親しまれる区
民センター」を目指し利用率の向
上に努めた。その結果、夏場の冷
房設備故障が約1カ月間あったこ
と、9月の胆振東部地震が発生し
たこと等の影響もあったが、30年
度の区民センター利用は、全体的
な利用率では計画どおり達成され
た。今後とも、市民ニーズの的確
な把握と魅力ある事業、使いやす
い環境の整備で、区民への「更な
る文化・教養の機会の提供」を実
現し、福祉の増進に寄与すること
ができるよう一層努めていく。

▽　平等利用に係る方針の策定と取組実績
　▼　 預かり期間における貸室申込競合の場合は、公平性・
　　透明性の高いくじ引きによる抽選とし、申込当事者が抽選
　　に不参加の際には、利害関係のない他の利用者に抽選の
　　協力を呼びかけ、窓口で公開実施することで、公平性を浸
　　透させ良好な信頼関係を構築している。

施設の管理者として、市民への
「公正・公平」な利用対応は、基本
中の基本である。常に、このことを
意識して取り組んでおり、この抽選
方式が利用者にも広く周知され、
良好な信頼関係が築かれている。
今後とも、「公平・公正・公開」の三
大基本方針を継続的に維持するこ
とを推進していく。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進
　▼   札幌市の節電・省エネ対策方針に基づき、電気・
　　 水道・暖房機器の使用に当たっては一層の節約に
     努めるとともに、セ ンター利用者へも協力を呼びか
     けた。
  ▼　 随時館内巡回を励行し、未使用室等不要な場所
     の照明の消灯は勿論、給湯室、ロビーなど共有ス
     ペースでのより一層の節電・節水に努めた。
　▼　食器洗剤など使用する商品、材料等は、札幌市
     グリーン購入ガイドラインに従い環境負荷の少ない
     ものを購入し、環境に配慮した。
　▼　職員に対し、環境に配慮する意識向上を図るた
     め、環境マネジメント研修を受講させた。

市の対策方針を理解し、その必要
性と重要性への認識を深め、事業
所で実施出来ることは取り組んで
いる。引き続き職員への指導を継
続し、環境に対する意識を一層高
めていく。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の
  確保・配置、人材育成)

一般社団法人として、館長以下の
責任ある体制を構築して運営委員
会組織体制を確立している。
職員の異動等による補充の際に
は、事前の引き継ぎ期間を設ける
など、円滑かつ的確な業務遂行が
できるようにするとともに、法人全
体でも十分配慮している。

  ▼　組織体制及び責任者の配置

一般社団法人札幌市区民センター運営委員会

札幌市東区民センター運営委員会

館長 （統括責任者）

副館長 （責任者）

事務室 図書室

職員
（副館長含む常勤

5名）

職員
（常勤4名）

夜間職員
（常勤7名）

ﾛｰﾃｰｼｮﾝで2名体制

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
利用者から寄せ
られる意見を利
用者ニーズに即
したサービスの充
実・向上を図るに
欠かせないものと
捉え、適切に対
応することによ
り、利用者との信
頼関係を着実に
築いている姿勢
は評価できる。
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出席

1名

１名

1名

1名

1名

2名

1名

1名

1名

3名

1名

2名

▼　従事者の確保・配置

①平成30年度は、館長ほか常勤職員を事務室5名、図書室4名
体制で運営をしており、事務室については比較的利用者の少な
い土日・祝日には2名体制の場合もあるが、概ね館長を含め３
～５名体制で運営している。また、事業等で繁忙な日は夜間職
員（シルバー人材センター）の応援を受け対応している。
②業務別・個人別に詳細な「業務分掌」を作成し、責任体制をよ
り明確にしながら、職員に意識の徹底を図っている。

▼　人材育成

平成30年度においても、施設運営を効果的・効率的に執行でき
る人材の育成強化を図るため、内部（一般社団法人札幌市区
民センター運営委員会が全体として行う研修等）や外部の教
育・研修にも積極的に参加した。
また、東区民センターの構造的特徴等から市政を含む案内業
務が多いため、市政知識、地域情報の収集・研鑽にも努めた。
①特に重要なサービスアップ研修については、外部団体主催
の接遇研修に職員を受講させ、サービス提供技術の向上を
図った。
②図書室職員については、中央図書館主催の障害者サービス
研修をはじめ、自主研修など出来るだけ多くの研修機会を作
り、専門技術の向上を図った。

人材育成のための研修 （参加人数）

開催日 内容 主催

30.4.23 経理事務研修 本部

30.5.11 ＥＭＳ研修 環境局担当課

30.7.11 図書館員の広報企画研修 中央図書館

30.11.14 図書館員の実践力強化研修 中央図書館

30.11.16 接遇研修 外部団体

30.11.28 ＡＥＤ・救急救命研修 本部

30.12.26 図書館員のＹＡサービス研修 中央図書館

31.1.23 図書館員の障害者サービス研修 中央図書館

31.2.26 学校図書館司書によるＹＡサービス研修 中央図書館

31.2.19
31.2.20

施設職員研修 生涯学習センター

31.3.13 フィードバック研修 中央図書館

31.3.26
31.3.27

ホームページ研修 本部

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

①事務室、図書室の職員間ではメールアドレスを設定し、互い
が共通・共有すべき情報は、速やかに周知されるようにしてい
る。
②共通データはセキュリティの高い“ＮＡＳ”（ネットワークで接続
されたハードディスク）に格納することで情報の保護管理を徹底
しながら、職員は共通の情報を必要に応じて何時でも取得でき
る仕組みを構築している。
③館長会議、副館長会議、各種研修会の結果・資料について
は、速やかにその要約を回覧している。

▽　第三者に対する委託業務等の管理
（業務の適正確保、受託者への適切監督、履行確認）

公益社団法人札幌市シルバー人材センターと夜間の貸室業務
等に関する委託契約及び覚書を取り交わしている。従事してい
る夜間勤務職員とは毎日の勤務日誌の決裁を通じて、適正な
業務履行の確認、相互の情報共有化等を図っている。
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▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

▼　運営協議会について 管理業務仕様書に基づき開催し、
東区民センターの事業、課題、要
望などについて協議して頂いた。
平成30年度も「東区の地域の特質
を生かしたまちづくり」を進めるた
めに、第四期指定管理者期間（平
成30年度から5年間）の基本方針
に基づき実施する講座・事業であ
ることの確認をした。また、運営協
議会委員からは、喫煙室廃止後の
スペース有効活用、老朽化した備
品の更新、設備の改修などの意見
が寄せられた。これらについては
出来るだけ速やかに検討を加え、
また施設に係る事柄は区役所との
協議を要することなどの説明を行
い、了解を得られた。
また、地域振興課と区内にある地
区センター３館とで構成する「４館
連絡会議」においては、地域振興
課からの協議・報告等のほか、各
センターの現状や課題等について
情報交換し、施設の管理・運営に
活かしている。

区民センターの利用状況や事業、講座の報告をする中で、運営
の在り方や要求水準の達成を図るため、運営委員会に対し意
見などを述べるものとして機能することを目的に、地域住民代
表、利用者代表、行政、運営委員会を構成員とする運営協議
会を設置している。また、東区内に３館ある地区センターの館長
と東区地域振興課とで開催する４館連絡会議を運営協議会とし
て位置づけ、地域の情報交換や運営に関する協議や意見交換
を年４回実施している。

▼　運営協議会の開催状況

開催回 協議・報告内容

第1回 1.　東区地域振興課からの報告・連絡事項等
2. 各館の課題と現状等の情報交換
　・苗穂・本町地区センターの改修工事日程、改
修期
　　間中の仮事務所、事務取扱等
3. 新年度の事業予定等の情報交換

6月13日

4館長会議

第2回 1.平成29年度事業報告
　貸室利用状況、講座、地域交流事業等の実施
状況
2.平成29年度決算報告
　収支決算報告
3.平成30年度事業計画及び収支計画
　平成30年度講座・事業の実施予定、予算説明
4.東区民センターお客様アンケートの結果報告

6月22日

運営協議会

第3回 1. 東区地域振興課からの報告・連絡事項等
2. 備品購入・廃棄要望調査の実施について
3. 財務検査・業務検査（第1回目）の実施につい
て
4 .東区所管施設における全面禁煙の実施につ
いて
5. 公文書公開請求について
6. 各館の課題と現状等の意見交換

8月31日

4館長会議

第4回 1. 東区地域振興課からの報告・連絡事項等
2. 財務検査・業務検査(第2回目)の実施につい
て
3. 備品購入・廃棄要望の調査結果について
4. 災害時緊急連絡網の整備等について
5. 各館の課題・現状等の情報交換

12月14日

4館長会議

第5回 1. 東区地域振興課からの報告・連絡事項等
2. 年度末・年度初めの提出資料について
3 .備品購入及び施設修繕（10万円以上）に係る
　札幌市への寄付について
4.各館の課題・現状等の情報交換
　ウェブアクセシビリティの対応状況、文化祭の
　開催日程

3月14日

4館長会議

＜協議会メンバー＞

①地域住民代表（6名）
　地域の北栄・鉄東・北光連合町内会から各２名に委嘱
　　北栄連合町内会会長、同　女性部長
　　鉄東地区連絡協議会会長、同　女性部長
　　北光連合町内会会長、同　女性部長
②利用サークル代表（３名）
　　あづま会代表（茶道）
　　年輪の会副会長（各種サークル）
　　七宝エマイユ代表（陶芸）
③行政　（３名）
　東区地域振興課長
　地域活動担当係長、同　担当者
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▼　札幌市及び関係機関との連絡調整

①札幌市（東区）及び地区センターとは、年4回の連絡会議を開
催している。
②定例利用者団体（サークルなど）とは、10月の文化祭開催時
期に合わせてサークル会議を開催し日頃の利用に係る要望、
意見等を聴取したほか、2月に実施したアンケート調査において
も、区民センターの管理・運営等への意見等を寄せていただい
た。
③東区文化団体協議会、東区年輪の会、東区老人クラブ連合
会等の地域関連団体には、館長が対応し出来る限り活動に係
る要望に応えるよう努めている。
④東警察署とは条例に基づく「入館の制限」に係る団体等の情
報交換を随時行っている。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）
現金の取り扱いは、規程通りチェッ
ク体制を確立し、事故のないよう厳
格に取り扱った。
現金及び資金管理は、業務委託
先の税理士事務所においても全て
の伝票を再度チェックしており、厳
正かつ適正に処理している。

①平成22年度からスタートした利用料金制度を受けて、「利用
申請申込書集計表（証憑）」→「管理台帳（旧調定簿）」→「通
帳」を日々確認し、原則、翌日銀行入金のシステムを採ってお
り、利用等に係る現金収入の管理責任の明確化、適正管理に
努めている。
②さらに、現金の管理の流れをパソコンで処理することにより、
透明性、迅速性及び正確性を高める処理をしている。
③資金管理は、一般社団法人札幌市区民センター運営委員会
として運用しており、その運用に当たっては専門機関（税理士
事務所）に業務委託することによって、公正性と正確性をもって
処理されている。
④現金取り扱いが多いが、当法人会計規程に基づき正確に経
理事務を遂行した。また、経理業務については、業務委託をし
ている税理士事務所の業務指導を受けているほか、当法人の
内部監査も実施し遺漏のないように努めている。

▽　要望・苦情対応
要望・ 苦情は、常々業務遂行の上
では「次の改善への源」ととらえ、
「応対する心と態度」の涵養さを職
員に指導している。
適切な対応の結果、大きなトラブ
ルはなかった。
要望・苦情があった場合は、法人
組織として適切に処理できる体制
を構築している。

①要望・苦情は、窓口、ご意見箱、電話、メール、運営協議会等
の各種会合で寄せられるが、受付フォーマットを定め、必ず館
長に報告された後、速やかに対応している。また、職員が事案
を共有できる体制をとり、苦情をトラブルに発展させない仕組み
づくりをしている。
②区民センター以外の事案については、直ちに関係各部署に
報告している。
③東区民センターは、東区役所との合築で建物管理は東区と
なるため、駐車場、駐輪場など共有スペースの要望・苦情もあ
るが、これについては東区の担当部所と適宜、協議・調整して
対応している。
④平成30年度、区民センターの運営管理に関する重大な苦情
は特になかった。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実
施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施） 管理業務の基本である「業務日

誌」は、平成22年度から各部所毎
に実施している。一元管理すること
で、わかりやすく、簡素で効率的な
記録に努めた。このことを継続する
ことで30年度も引き続き責任体制
の一層の明確化と情報の共有化
を図った。

▼　記録

①「事務室」「夜間業務」「図書室」の3セクションでそれぞれの業
務内容に合わせたフォーマットの「業務日誌」によって、事件・事
故、窓口で受けた要望・苦情、施設維持管理・備品状況などに
ついて、記録方法を一元管理して記載している。また、副館長、
館長までの報告体制も確立し、必要な処理と情報の共有をして
いる。
②また、データ保管している“ＮＡＳ”（ネットワークで接続された
ハードディスク）の管理フォルダーとの整合性を図りながら各文
書保管ファイルを整備し、誰もが何時でも確認し引き出せるよう
にしている。
③札幌市の業務検査及び東区民センター運営委員会監事によ
る監査において、適切に対処した。

▼　モニタリング モニタリングやアンケートの実施
は、実施した事業の成果や今後の
事業の在り方・方向性等を考える
上で、大変重要な手法であり、受
講者や参加された方の感想・意向
を把握できるものである。
利用者ニーズに即したサービスの
充実･向上を図るには欠かせない
ものである。
アンケートでは、当センター参加者
の満足度は総じて高く、平成30年
度もほぼ100％の高い水準を維持
することができた。

①講座、事業は5段階評価などによるモニタリングを実施し満足
度を確認した。その結果は、運営協議会に報告した。
モニタリングの実施結果は項番（４）事業計画・実施業務の「区
民講座に関する学習機会の提供業務」中に掲載の一覧に記載
したとおりである。
②年1回、利用者アンケートを実施し、その対応状況について協
議会への報告と、ロビーにも1ヵ月程度掲示し広く利用者に周知
した。
30年度も、センターの接遇、清掃状況、貸室利用での利用者の
声を集計し、それら意見を今後の運営に反映した。
③地域交流事業でもアンケートによる満足度等を確認した。
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様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　

①一般社団法人札幌市区民センター運営委員会として、職員
就業規則、給与規程など労働条件を定め、遵守している。
②時間外労働又は休日労働させる場合の書面による労使協定
（36協定）を労働者代表と締結し、労働基準監督署に届出して
いる。
③労働環境の変化に伴う就業規則等の見直しを実施した。
④すべての職員を労災保険、雇用保険に加入した。
⑤1年に1回定期健康診断を実施した。
⑥労働基準監督署からの行政指導は受けなかった。
⑦職員個々が市民サービスの向上、管理経費縮減に意欲を
持って取り組めるような、適切な労働環境の構築に努めた。
⑧第三者委託により実施している業務について、受託者に当該
業務従事者の労働環境に関わる情報提供を求めた。

(3)施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配
慮、連絡体制確保、保険加入）

①床の濡れ防止やごみ処理等による良好で清潔な環境の保
持、椅子の整理・台車の保管使用・展示パネルの設置などの安
全管理には常に配慮した。
②ロビーでの展示については、市民に不測の事故が起きない
よう配慮するとともに、併せて利用者への指導も徹底した。
③また、区民センター内で発生したトラブルについては、即応的
に対処するとともに、同時に区の関係部署にも直ちに報告をし
た。
④危険箇所の速やかな処置対応、日常巡視での「目視」の徹
底をした。

日頃からの点検・修理等の対応を
徹底することで、利用者の安心・安
全が確保されたものと考える。
平成30年9月に発生した胆振東部
地震の際にも、区の関係部署と連
携しながら施設内の点検を詳細に
行い、安全の確保に努めたところ
である。
今後も利用者の安全確保のため、
徹底して行うこととする。

▼　保険の加入状況

▼　事業報告、札幌市の検査

①年報（施設利用状況報告書、講座等事業実施報告書、収支
決算書、損益計算書）、月報（施設利用状況報告書、講座等事
業実施報告書、利用料金収入状況報告書、図書室業務報告
書）、事業計画書などは確実かつ適切に報告した。
②札幌市の業務検査、財務検査について誠実に対応した。

(2)労働関係
法令順守、
雇用環境維
持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上
当法人で定めた就業規則、給与規
程は、労働基準監督署に届けると
ともに、改定等があった場合、労働
者代表の同意を得てその都度提
出している。

保険については、施設内事故に対応した施設賠償責任保険、行
事参加者事故に対応した行事障害保険に加入した。
①施設損害保険
　身体　1億円（1名）、4億円（1事故）
　財物　500万円（1事故）　に加入
②行事傷害保険
　死亡　500万円
　入院　5,000円
　通院　3,000円　　に加入

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品
管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼　備品の管理 各備品の台帳を作成している。貸
出にはチェックリストで授受を確認
し、確実に管理した。
維持（メンテナンス）は夜間職員の
スキル及び修繕費を活用して対応
した。

①各貸室の備品の整理整頓は、日々、早朝の館内巡視や、夜
間勤務職員（シルバー人材センター）による夜間貸室巡回の
際、整理・整頓のチェック、確認をしている。
②随時の対応としては、コンサートや文化祭などで各室の備品
を全面的に使用する際に各備品のメンテナンスを併せて実施し
ている。
③また、必要に応じて夜間勤務職員に日中勤務をしてもらい全
備品の棚卸と集中メンテナンスを実施している。
④備品の更新・購入等については、区担当課と協議を行い実
施した。

▼　区役所関係及び駐車場・駐輪場等の施設管理 建物・駐車場・駐輪場などの管理
に当たっては、随時その状況を把
握し、区役所と協議しながら適正
な管理に努めた。

東区民センターは、区役所との合築建物のため、駐車場・駐輪
場等の管理は基本的には区役所となっているが、区民センター
でも適宜見回りをして状況を確認している。また、区民センター
で受けた駐車場・駐輪場に係る苦情のほか、区役所関係の苦
情についても、誠実に一次的対応をし、その内容を直ちに関係
部署に報告している。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
特に北海道胆振
東部地震時に区
で行った市民へ
の携帯電話充電
対応への自発的
な協力は、協定を
超える貢献であ
り、大いに評価で
きる。
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様式

出席

1名

1名

1名

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　

回数
(回)

募集
人員
(人)

受講
者数
(人)

理解
度
   (%)

満足
度
   (%)

2 14 13 100 100

2 14 13 100 100

4 12 17 100 100

1 20 7 100 100

4 13 16 100 100

1 20 21 100 100

5 20 30 100 100

5 20 13 100 100

5 20 20 100 100

1 20 20 100 100

1 30 35 100 100

1 30 16 100 100

5 20 13 100 100

3 20 15 100 100

5 20 22 100 100

3 20 14 100 100

　

▽　防災
東区役所の自衛消防隊の一部門
となるが、休日などの場合は、区
役所日直職員、保守管理業務員
などと対応することになる一方で、
区民センターが自主的に行動しな
ければならないため、日頃から意
識して取り組んでいる。
区役所等が行う消火訓練・消防訓
練にはすべて参加した。

①平成21年11月に発生した東区役所爆発物避難事件を受けて
「危機管理マニュアル」を整備している。
　・連絡体制
　・緊急時初期対応
　・報告フォーマット
②未然に防ぐ対策（巡回、声かけ）の実施
③「東区役所・東区民センター・都市再生機構北11条団地」の
消防総合訓練（2回実施）に各１名の職員が参加し自衛消防隊
の任務を訓練した。また、別館村川ビル自主消防訓練にも1名
の職員が参加した。

開催日 訓練 内容 実施主体

31.3.14 消防総合訓練 通報・避難誘導・消火 東区役所

31.３.27 消防総合訓練 屋内消火栓・消火器取扱 東区役所

30.10.4 自主消防訓練 通報・避難誘導・初期消火 ゴーランド

(4)事業の計
画・実施業
務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

講座名 平成30年度は、学習機会の提供と
して、年齢を問わず普及しているス
マートフォンに関して「はじめての
スマートフォン体験講座」を午前・
午後の2コースに分けて開催した
ほか、心身の健康向上を目的とし
た「バランスボールエクササイズ」
などの講座を開催した。一部講座
で募集人員を下回る参加もあった
が、内容的にはいずれも好評で、
理解度・満足度ともすべて100％と
いう結果を得ることができた。

一
般
講
座

はじめてのスマートフォン体
験講座　Ａコース

はじめてのスマートフォン体
験講座　Ｂコース

バランスボールエクササイズ

若さを保つ生活習慣のコツ

実用ペン字入門

入門手打ちそば

あの懐かしの歌謡曲をご一
緒に

提
携
・
連
携
講
座

ちえりあ提携講座（ご近所先
生講座）
個人情報を守るデータ管理
ちえりあ提携講座（ご近所先
生講座）
ボイトレで心も体も喉も健康

北海道美術館協会連携
美術への誘い

消費者協会連携
相続・認知症対策

札幌国際芸術祭実行委員会
共催講座
現代アートを鑑賞しよう

子
ど
も
講
座

夏休みこども茶道教室
子どもに茶道や囲碁の日本伝統
文化を学ばせる講座で、その中で
子どもたちは、しつけや対人マ
ナーも身につけている。パソコン主
流の現代にあって、人と人が接す
る機会としてのこの子ども講座は、
貴重なものと考えている。

夏休みこども囲碁教室

冬休みこども茶道教室

冬休みこども囲碁教室

▽　生涯学習に関する情報収集及び提供業務

▼　市内各施設で実施している講座、各種行事など、市民
に有益な情報をポスターの掲示やチラシの配架等により情
報提供した。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
新たなテーマの
講座に積極的に
取り組む姿勢や
さまざまな団体と
の連携は評価で
きる。
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様式

▽　市民の自主活動及び交流の支援業務

▼　交流事業

・

・

・

・

・

▼　東区民文化祭 　

区分

主催

主催

主催

共催

共催

共催

共催

共催

▼　その他の事業（共催事業） 　

 

地域の方が集まれる交流事業とし
て、多くの方が気軽に集い、一緒
に歌えるうたごえサロンや、札幌に
おいて誕生したビールの歴史を知
る機会を設けた。
また、子育て世代のために「子育
てママサロン」を開放事業として継
続しており、区民センター事業とし
て「親子で楽しむ音楽会」や「親子
で楽しむ人形劇」を開催するなど、
親子の活動を支援した。

みんなで歌おううたごえサロン（３回開催）

さっぽろのビール誕生の歴史を学ぼう

親子で楽しむ音楽会

親子で楽しむ人形劇

子育てママサロン

東区民文化祭は10月の一大イベントとして主催・共催あわ
せて8事業を実施している。
文化祭は具体的には3つの行事に大別され、共催事業とし
ては文化団体協議会オータムフェスティバル、女と男のつど
い（講演等）であるが、いずれも区民センターとして積極的
に参加・協力した。また、主催事業としての東区民文化祭で
は、東区民センターの利用者である各種サークルの活動の
発表の場を提供した。
平成30年度も、盲導犬チャリティーを文化祭の統一テーマと
して位置づけ、関連各事業で盲導犬チャリティー募金の取り
組みを実施した。
平成30年度文化祭の参加者総数は、2,685人となり、29年
度（2,653人）とほぼ同数であった。

第41回目となる「東区民文化祭」は
9月28日から10月21日まで約３週
間にわたって開催した。このような
長期間にわたる文化祭は市内でも
東区だけである。いずれも長い歴
史を有しており区民の文化振興に
とっては欠かせないイベントになっ
ている。
今年度も昨年度に引き続き盲導犬
チャリティー募金を統一のテーマと
して取組んだ。①盲導犬チャリ
ティーバザー、②講演会盲導犬協
賛、③盲導犬チャリティーダンス
パーティーの3事業で、北海道盲導
犬協会への寄付活動を展開した。

≪実施した事業≫

開催日 　事業名 人数

10/10-12 サークル合同文化展 662

10/11 サークルお茶席 85

10/21 盲導犬チャリティーダンスパーティー 50

9/28 女と男の集い「盲導犬チャリティーバザー」 350

9/30 女と男の集い「講演会」 130

10/3-5 東区文団協ｵｰﾀﾑﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ作品展示会 680

10/3.4.6 東区文団協ｵｰﾀﾑﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙお茶席 318

10/6 東区文団協ｵｰﾀﾑﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ芸能の集い 410

平成30年度の参加者総数→ 2,685

①東区老人クラブ連合会主催の「第１8回東区シニアフェスティ
バル」に共催し、支援・協力した。
②利用者団体である東区年輪の会が主催する「体育のつどい」
等に参加し情報交換などを行った。
③東区文化団体協議会が開催する「邦舞まつり」や「春の芸能
祭」などを後援し、日本の伝統文化の育成を支援した。

東区民センターの一大イベントとし
て団体との共催で開催する「東区
民文化祭」の他、区内各種団体の
事業との共催などを通じて地域交
流を深めることは、参加者に東区
民センターの存在意義を知っても
らう大変良い機会と捉え、今後も
交流を一層深めていきたい。

実施日 主催団体 事業名

9月18・19日 東区老人クラブ連合会 第18回東区シニアフェスティバル

7月20日 東区年輪の会 第34回体育のつどい

30年 7月 1日
31年3月16日

東区文化団体協議会
邦舞まつり
春の芸能祭
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様式

▼　コンサート事業

5月

7月

9月

11月

1月

3月

▽　施設開放事業（無料）に関する業務

　

29年度

告知
方法 日数 人/日 人/日

定期 153 76 84

予告 42 59 59

予告 7 4 4

定期 50 17 11

252

区民が気楽に音楽に親しむことの
できるコンサート事業は、ロビーコ
ンサートとしての開催を含め、述べ
150回を超える開催となっており、
東区の定着した行事となった。出
演者は選考委員会で決定している
が、さまざまなジャンルの演奏者
が出演し、毎回多くの聴衆が楽し
んでいる。大ホールでの開催に変
更して以来、多くの聴衆が来場し、
事業名を「ひがしくハッピー・タッ
ピーコンサート」と改称したことも、
区民に親しみが感じられるものと
なったと思われる。今後一層、幅
広い層の区民に音楽に触れる機
会を提供していくこととしたい。

ロビーコンサートとして区役所との共催で実施してきた本事業
は、開催時のロビーの混雑緩和等や、多くの聴衆に対応できる
よう、平成30年1月より会場を大ホールでの開催に変更し、事業
名も「ひがしくハッピー・タッピーコンサート」に改称して、隔月で
年6回開催している。
本コンサートでは、誰もが知っているような音楽、幅広い年齢層
に楽しんでいただける内容で開催しており、ほぼ満席となった
来場者からは「大変よかった」という声が多数聞かれ大変喜ば
れるコンサートとなった。
平成30年度の参加者は延べ1,071人であり、29年度（1,060人）
とほぼ同じであった。大ホールでの開催時には、冬場の悪天候
となった日を除き、いずれも140人～200人と多数の参加者と
なった。

出　演　・　ジャンル 観客数

　札幌民謡連盟「勇篁会」　民謡 140

　谷本聡子（ﾋﾟｱﾉ）、青木晃一（ヴィオラ）、
　小野木遼（チェロ）の３演奏家　クラシック

360

　「ＹＵＫＯバンド」　ジャズ・ポップス 120

　「札幌mommy'ｓブラス」　吹奏楽 171

　「和の会」　和楽器演奏 80

　岩木亜悠子（バイオリン）、渡部美蕗（ピア
ノ）の２演奏家　クラシック

200

1,071

大ホールを利用する卓球及びバド
ミントン事業は有料貸室との公平
性を考慮し、貸室・センター行事の
利用を優先した予告制としている。
利用者の多い囲碁・将棋の開放は
地域まちづくりの一助となる面があ
るが、貸室全体の利用率が高いこ
ともあり、一般利用者との均衡を踏
まえると、今後見直しの検討が必
要とも考えられる。
札幌市の子育て事業を支援するた
めの子育てママサロンは定期的に
開放しており、子育ての情報交
換、遊びの場として今後とも継続し
ていきたい。

施設無料開放事業の日数は252日（29年度232日）、人数は
14,925人（29年度14,764人）であった。
①集会室「いこい」の開放は、囲碁将棋を月・金・土の週3日、地
域の子育てママさん達が悩みや情報交換する場として週1日
（水）に開放し、利用者間の公平化を図っている。
②卓球（月4回）及びバドミントン（月1回）は、貸室（大ホール）が
空いている日を開放日とする「予告制」を採る事によって、経営
の健全化との整合性を図っている。
③囲碁将棋開放は、単に「趣味の場としての開放」だけではな
く、新たに他地域から転入してきた高齢者にとって、地域になじ
むきっかけ作りの場としての役割をも果たしており、社会的役割
がある。
④子育てママ開放事業は、毎週1回であるが、平均17名の参加
があり、29年度比で大きく増加した。22年度から開始した本事
業は地域に定着しつつあり、子育ての情報交換、遊びの場とし
て活用されている。

　 　

平成30年度

事業名 時間 人数

囲碁将棋 1,348 11,565

卓球 315 2,475

バドミントン 18 26

子育てママサロン 150 859

合計 1,831 14,925

9



様式

▽　図書業務

▼　利用状況

平成29年度 平成30年度 増減率

開館日数

蔵書数

登録者数

貸出数

月

平成30年9月6日に発生した胆振
東部地震の影響で、書棚から落下
した図書の整理で1日閉室したた
め開館日数が減少した。蔵書数は
地震発生後に図書の寄贈申出が
増え、積極的に受け入れしたこと
から増加した。

閲覧席について、閲覧しやすい環
境を一層整えるため配置換えを
行った結果、利用者の増加につな
がった。

341 339 △0.6%

31,599 32,413 2.6%

5,616 5,488 △2.3%

96,946 96,918 △0.1%

①登録者数については、図書館の電算更新に合わせて未利用
者（貸出券の未使用期間が３年を経過した利用者）のデータ削
除の影響によって減少している。

▼　利用促進事業

テーマ特集展示 テーマ特集では、表紙を見せて
展示することで、普段、目に留
まらないジャンルの図書にも興
味を持ってもらえるようになっ
た。
また、新しく映画化された図書
の紹介を掲示で行った。

4月

（大人）「春・桜の小説」「世界本の日」
「保存食・お手軽簡単レシピ」

（児童）「角野栄子『アンデルセン』受賞記念」
「ちゃんとあいさつできるかな」「ともだち100にんできるかな」

5月

（大人）「おいしい小説」「ノンフィクション受賞作品」
　　　　「ヘルシーレシピ本」「是枝裕和監督作品小説」

（児童）「ぼくのわたしのおかあさん」「じてんしゃにのってどこへい
こう」「追悼かこさとしさん」「ピーターラビットの絵本」

6月

（大人）「『生きる』小説」「大人のための絵本」
「ガーデニング」「麺レシピ」

（児童）「おとうさんはかぞくのヒーローだっっ！！」
「雨がすきなカエルくん」

7月

（大人）「ミステリー小説」「ひんやりお菓子のレシピ」
「お金の本」

（児童）「雨を感じる本」「スイカの本」「アイス&かき氷の本」

8月

（大人）「ホラー・怪談」「野菜のレシピ」「化石のロマン」
「追悼さくらももこさん」

（児童）「さあ！おでかけしよう！！」「ぼうしの本」
「マーク&ひょうしきの本」

9月

（大人）「犬小説」「首・肩凝りに効く本」「昆虫の本」
　　　　「さくらももこ追悼」「谷崎潤一郎受賞作品」

（児童）「おつきさまの本」「たのしいね♪おんがく♪」
「おいしい！がいっぱい！！」

10月

（大人）「札幌生まれの作家集めました！」
「クラシックに浸る秋」「備えあれば憂いなし！」

（児童）「たのしい♪ハロウィン」
「秋の主役いも・くり・なんきん」「芸術の秋」

11月

（大人）「ホッと一息 本と一息 エッセイ特集」「毛糸でぽかぽか」
「秋の褒章 紫綬褒章受章 林真理子さん」「年賀状の準備お済ですか」

（児童）「いろいろなおしごと」「ドラゴン・りゅうの本」
「としょかんでたくさん本をよもう」「どうぶつえんとすいぞくかん」
「ジブリのせかいをのぞいてみよ」

12月

（大人）「甘党に贈るストーリー」「自分で淹れる極上の一杯」
「効率に差がつく手帳の使い方」

（児童）「メリークリスマス」「くまさんのえほん」

1月

（大人）「暮らしのおへそ」「内田彩仍さん」

（児童）「今年はいのしし年！」「いろんな色のえほん」

2月

（大人）「占いの本」「バレンタインデー」

（児童）「さむい日はおうちで雪のえほん」
「節分のえほん」「チョコレートのえほん」
「ねこのえほん」

3月

（大人）「ドイツ文学」「フランス文学」

（児童）「わるものばっかりじゃない！おおかみのえほん」
「はたらく犬の本」「ありがとうの日かんしゃのえほん」
「うえののりこさんありがとう」
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様式

▼その他

　

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　

▽　不承認 0件、　取消し 132件

▽　利用促進の取組

▼　図書室「講座」「地域交流事業」
それぞれの行事を継続して実施し
てきており、周知も広がり一定の参
加が得られている。その中でも、お
たのしみ袋セットは大変好評で、ま
たやってほしいという声を多くいた
だいており、今後も開催していきた
い。

実施日 内　　　　　　容 人数

9月1日 子ども映画会 30

10月26日 なつかしの名作映画会 46

11月1日～
12月26日

｢あったらいいな　こんな動物園」
デザイン画募集・展示

58

1月4日～
10日

新春！おたのしみ袋セット（セット数限定） 51

｢開かれた区民センター｣として、地
域のまちづくりの中核施設になる
ための一つとして、積極的に近隣
学校から図書室見学と職場体験
の受け入れを行うなど、地域への
協力事業として実施した。職場体
験では司書の仕事を紹介するとと
もに体験学習をしてもらった。
図書室見学では、貸出券の作り
方、図書室の利用の仕方も交えな
がら説明し、その後の利用に繋
がった。

実施日 内　　　　　　容 人数

10月5日 職場体験受け入れ　栄南中学校2年生 3

10月17日 施設見学受け入れ　北光小学校2年生 40

11月15
・16日

職場体験受け入れ　中央中学校2年生 4

　 　 　

(5)施設利用
に関する業
務

30年度の利用件数は、夏場の約1
か月に及ぶ冷房設備故障、9月に
発生した胆振東部地震等の影響
があったものの、計画を上回る利
用があった。
実習室等については、稼働率が
50％余となっており、他の部屋の
稼働率に比して大きく下回っている
が、調理台が常設されており、使
途が限定される仕様のためと考え
られる。
今後も、利用者にとって使いやす
い施設となるように接客などのソフ
ト面や備品等のハード面を充実さ
せ、稼働率が向上する努力を続け
たい。

項目 H29実績 H30計画 H30実績

大ホール

件数（件） 539 765 795

人数（人） 38,176 54,183 55,547

稼働率（％） 74.7 73.6 73.2

会議室

件数（件） 4,597 4,375 4,754

人数（人） 82,328 78,352 84,318

稼働率（％） 71.3 74.5 73.4

実習室等

件数（件） 1,185 1,095 1,194

人数（人） 36,892 34,090 37,965

稼働率（％）

その他
（和室）

件数（件） 1,473 1,529 1,516

人数（人） 11,216

71.1

7,794 7,764 8,259

55.2 57.1 55.4

190,215

68.1 69.6 69.7稼働率（％）

11,642 12,385

稼働率（％） 69.1 76.7

公開抽選の結果、希望する部屋を
利用することができなくなった利用
者に対し、申し込み日の空き室を
紹介し利用の変更を呼び掛けるこ
とで利用促進を図った。

○利便性向上に向けた取り組み
　・使用時間について要望に応じた延長対応を実施した。
　・時間貸し、ホール半面貸しのＰＲに努めた。
○利用率向上の取り組み
　・ホームページの活用、ロビーの有効活用
　・利用状況表の窓口掲示（当月を含め３か月）
　・利用者要望に基づいた諸対応の充実（修繕、購入、サービ
ス改善）
　・講座終了後のサークル化への支援
○公正・公平な利用の確保
　・公開抽選の実施と抽選はずれの利用者への他空き室の案
内

合計

件数（件）

人数（人） 168,612 178,267

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
利益還元により
劣化した備品の
更新、利用者の
状況に即した空
き室の紹介など、
更なる利用促進
へ努めている姿
勢は大いに評価
できる。

11



様式

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２　自主事業その他

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　▼飲料水自動販売機の設置

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(6)付随業務
 区民のまちづくり推進、区民セン
ターの利用促進を目的として、区
民センターの事業内容を積極的に
地域内外に発信することに努めて
いる。このため、常に新しい情報を
「見やすく」「伝わりやすく」「もれな
く」をモットーに、正確かつ見やす
い掲載を心掛けた。
 ホームページの閲覧率の向上の
ために、常に発信力・影響力のあ
る広報に努めていく。

　 ▼東区民センターを利用する方にとって、より見やすく、より
快適に利用していただけるWEBサイトを目指し、ホームページ
のデザイン・構成とも一新し、平成３１年４月１日より公開した。
　▼ホームページのリニューアルに合わせて、ウェブアクセシビ
リティ取組確認を実施した。
　▼講座等事業の実施に際しては、ホームページに掲載したほ
か、チラシ等を区内のまちづくりセンターや地区センター等公共
施設に配布し、周知を図った。子どもを対象とした講座等につ
いては、区内の各学校へも配布した。
　▼イベント実施に係る広報媒体として、新聞社や民間情報誌
へも掲載を依頼した。
　▼今後とも、さまざまな手段を講じて、わかりやすい、リアルタ
イムの情報発信に心掛け、多様化する利用者の要望に応えて
いきたい。

▽　引き継ぎ業務

該当なし

来館者の利便に供するとともに、札幌市区民センター運営委員会の経営
安定の一助とするため、平成30年度から飲料水自動販売機１台を設置
し、来館者に対し各種飲料水の販売提供を行っている。販売機の設置・
管理及び飲料水の供給等業務は業者と委託契約を締結し実施してい
る。

本事業で得られる利益について
は、利用者還元費用の原資の一
部としており、平成30年度では、
247千円の利益が得られた。

地域資源の活用、福祉施策には
十分に配慮して対応した。募金は
窓口、文化祭等で協力を呼び掛け
た。

①消耗品・備品及び図書室の雑誌の購入、保険契約、区民講座において、地
元企業等を積極的に活用した。
②ロビーの使用をはじめ、札幌障がい者授産施設東連絡会、社会福祉授産
施設等の社会福祉団体の活動を積極的にサポートした。
③東区社会福祉協議会への協力と、北海道盲導犬協会の募金活動にも協賛
した。

利用者アンケートは、それぞれの属性によって①施設利用者（有料）、②講
座、地域交流事業参加者、③図書室利用の3区分で実施している。その結果
は、運営協議会等に報告し、併せてロビーに掲示して広くその内容を公開し
た。

施設利用者アンケートの実施担当
は、業務分掌で担当を定め、常に
責任ある体制で対応している。意
見・要望は、ミーティング等での検
討を十分に行い、その結果を運営
協議会等への報告、ロビーでの掲
示を行うとともに、運営管理業務等
で活用している。
研修や日頃のミーティングを重ね
た結果、30年度も非常に高い評価
をいただいた。今後もこの水準を
保つ努力を続けたい。

実施方
法

①施設利用者アンケート
・アンケートの内容は、「また東区民センターを利用したいと思
いますか」、「職員の言葉づかいや態度はいかがでしたか」、
「館内の清掃状況はいかがでしょうか」、「施設の設備・備品は
いかがですか」の4項目のほか、ご意見やご要望を自由に書い
ていただいた。
②図書室アンケート
・アンケート用紙両面に自由意見を含む10項目の質問を設け
た。
・図書室カウンターや閲覧席に置きアンケートを呼び掛けた。
・この他中央図書館でも利用者アンケートを実施した。
①の施設利用者アンケートは平成31年2月の1ヵ月間、②の図
書室アンケートは2月19日から3月1日まで実施した。

結果概
要

①「また、東区民センターを利用したいと思いますか」では、全
ての方から「利用したい」との回答が得られた。
②「接遇（「職員の言葉づかいや態度）」は、99.0％の方から「良
い」との評価が得られた（「普通」との評価が1.0％）。
③「清掃状況」についても、無回答の１名を除き、93.0％の方が
「良い」との評価であった（「普通」との評価が7.0％）。
④「設備・備品」については、良いと答えた方が84.1％、普通と
答えた方が14.9％であり、99.0％の方から普通以上との評価を
得た。
⑤自由意見で多かったのは、備品の破損・汚れ、新規整備や
老朽化による更新、室内温度調整等であった。
⑥図書室の対応満足度は、良いが83.0％、普通を含めると
100％の評価であった。

要求水準につい
て、すべての項目
で１０ポイント以
上超えており、期
待を上回る結果
となっている。
また、利用者の
ニーズに真摯に
応えていく姿勢は
大いに評価でき
る。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
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様式

４　収支状況

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

≪意見≫
・空調設備等は個別に調整できるとよい。暖房は暑すぎる時が
ある。
【対応】
・利用者から連絡をいただいた都度、可能な範囲で対応を行っ
た。

≪意見≫
・イスの滑り止めキャップが取れていて、ガタガタする時がある。
【対応】
・早朝の館内巡視や夜間貸室巡回の際、コンサートや文化祭な
どで各室の備品を全面的に使用する際に随時修理を実施して
いる。

≪意見≫
・実習室のガス台で故障して使えないものがある。
【対応】
・故障して使えないガス台（４台）を更新した。

≪意見≫
・集会室Ｂ・集会室Ｃの窓カーテンが汚く破れていて新しくしてほ
しい。
【対応】
・集会室Ａを含め、集会室Ｂ・集会室Ｃの窓カーテンを新しいも
のに更新した。

≪意見≫
・集会室Ｂのハンガーラックが冬はコートをかけるので１台では
足りない。
【対応】
・新たに１台購入し、追加配備した。

冷暖房に関する意見については、
施設的な制約もあり、画期的な改
善は難しいが、今後とも可能な範
囲で対応していきたい。備品の更
新等については、これまでにも優
先順位をつけて対応してきた。30
年度は利用料金で計画には満た
なかったものの、29年度に比して
大きく増収を確保することができた
ため、利用者からの意見、必要度・
優先度を考慮して更新等の対応を
行った。今後も利用者にとって使
いやすい施設となるよう、接客等
のソフト面での一層の努力、備品
等のハード面を充実していきたい。

▽　収支 　 　 （千円）

　項　目 H30 計画 H30 決算 差（決算-計画) 職員による利用促進等への取り組
みにより、利用率が向上した。ま
た、同時に経費の節減に努めた結
果、利用者への利益還元ができ
た。
また、自主事業により得られた利
益を利用者還元の原資の一部に
充てた。

収入 41,801 40,400 ▲ 1,401

指定管理業務収入 41,515 40,135 ▲ 1,380

指定管理費 13,563 13,563 0

利用料金 26,950 24,997 ▲ 1,953

その他 1,002 1,575 573

自主事業収入 286 265 ▲ 21

支出 41,499 40,014 ▲ 1,485

指定管理業務支出 41,463 39,996 ▲ 1,467

自主事業支出 36 18 ▲ 18

収入-支出 302 386 84

自主事業による利益還元 250 247 ▲ 3

法人税等 52 52 0

純利益 0 86 86

【参考】 H30決算 内容

指定管理業務による利益還元 1,701 下記のとおり

▽　説明
▼利用料金収入は、夏場の冷房機の故障や、9月の胆振東部地震の影響等
で計画を下回る結果となったが、29年度（22,483千円）との比較では、2,514千
円の大幅な増収となり、胆振東部地震の影響による利用料減免分約240千円
も全体収入の中で吸収することができた。
▼その他収入とは、講座・地域交流事業収入、市民利用コピー機管理収入及
び印刷センター管理収入のほか、本部からの繰入金であり、計画を大きく上
回る決算となった。
▼自主事業は、収入、支出ともほぼ計画通りであった。
▼指定管理業務支出は、ほぼ計画通りの執行であった。
▼自主事業による利益還元は、備品購入の原資の一部に充てた。
▼指定管理費業務による利益還元は、利用料金収入が計画を下回る結果と
なったが、減収となった額の一部を本部からの繰入金（450千円）の収入が
あったほか、支出面でも経費節減に努めた結果、剰余金が見込まれたことか
ら、地震災害による減免分を約240千円の吸収のほか、利用者へのｻｰﾋﾞｽ向
上として、東区役所の了承のもと、　総額1,653千円を備品購入、４８千円を備
品修繕を実施した。。
▼収支は差し引き86千円となった。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
毎年、高い利用
率を維持するとと
もに、経費の節減
に努め積極的に
利用者に還元し
ていることは大い
に評価できる。
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＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

Ⅲ　総合評価

適 不適

市内各区（北区を除く。）の区民センター運営委員会は連合して、平成21年10
月、一般社団法人札幌市区民センター運営委員会に組織変更した。札幌市
東区民センター運営委員会もその一構成員となり、経営運営面での統一的な
処理や経営の合理化を図っている。
当組織では、総会・理事会等で法人の最終意思決定をしている。また、貸室
利用料収入事業で国税局から実費弁償の認定を受けるなど財務面は強化さ
れており、また、9区での一体運営は、人事・財務等でマスメリットを生かしな
がら安定した経営が遂行できる組織体制を構築している。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及
び暴力団の排除の条例の推進に関する条例への対応

適 不適

▼　個人情報保護条例への対応
①館長を個人情報管理責任者とし、館内の個人情報の取り扱いの指導・監
督、守秘義務の徹底、個人情報の漏えい・減失・棄損の防止を徹底している。
②紙ベースの個人情報はすべて鍵のかかるキャビネットに厳重に保管し、
チェックリストによるダブルチェックをし、使用目的が終了した時点でシュレッ
ダーをかけるなどをして迅速に廃棄している。
▼　情報公開条例への対応
情報公開条例第22条の2に基づく公開申出は30年度はなかった。
▼　行政手続条例及びオンブスマン条例への対応
該当する調査はなかった。
▼　暴力団の排除の推進に関する条例への対応
30年度も暴力団からの申し込み・利用及び物品調達等はなかった。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

１．平成30年度も指定管理仕様書・協定書の要求水準を確実に
達成した。
２．利用者収支事業では、利用者へのサービスアップ・利用者
還元を図りながら、利用率アップ、収入額の増収に努めたもの
の、最終損益では若干（86千円）の黒字となった。
３．講座や地域交流事業は、「コミュニティ施設に求められるあり
方」「東区実施プラン」を実践することが出来た。
　①安心安全なまちづくり
　　関係機関や地元企業、消費者協会との提携講座
　②地域住民が支えあうまちづくり
　　ご近所先生講座や子育て支援事業の継続
　③歴史・文化・風土を生かしたまちづくり
　　地域企業と連携した事業の開催
　④主体的な市民参加のまちづくり
　　約３週間にも及ぶ東区民文化祭への支援・協力
　⑤多様なネットワークと交流の生まれるまちづくり
　　区役所との共催の「ひがしく ハッピー・タッピーコンサート平
成30年1月にロビーコンサートを改称）」に多くの聴衆が参加でき
るよう、会場や開催方法を見直し、事業を充実
４．利用料収入において計画を下回る決算となったものの、経
費節減を図るなど経営の安定化を図るため、極力支出を抑える
とともに、貸室の利用率向上に重点を置いた運営に努めたとこ
ろ、前年度に比し増収となった結果、利益還元を図ることができ
た。
５．公の施設として、その目的である「公共の福祉増進」のため
に業務を遂行することができた。

令和元年度以降も、区民センター条例に謳われた「地域福祉の増進」及
びまちづくり活動促進基本計画等での「まちづくりを支援する地域に根差
した中核施設」として、地域住民と協働で運営することを目指す。
特に、以下のことに重点的に取組む。
①利用促進
　若い世代の利用促進につながる取組の展開
　施設の清潔さ維持のために積極的な対応
②地域密着型施設
　地域資源（大学、企業、公益団体、福祉団体等）を積極活用したコミュ
ニティづくり
③情報交換機能の充実
　宣伝媒体の強化、他コミュニティ施設との連携
④高いサービス水準の提供
　ミーティング、研修の充実、情報の収集強化と共有化、ハード面での即
応的対応
⑤効果的・効率的な管理運営
　日常の業務改善をより徹底し「ムリ・ムダ・ムラ」をなくすこと

以上のことを重点的に取組み、「区民から親しまれ愛される区民セン
ター」を創りあげる。
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【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

公正・公平な利用対応や利用者からの意見・要望に対しての適
切な対応を日々行うことで、利用者との信頼関係が一層深まっ
ており、利用率や利用料金収入が高い水準を維持していること
につながっているものと認められる。併せて、老朽化した備品の
更新など積極的に利益還元を行い、利用者の利便性や快適性
を向上に努めていることは、大いに評価できる。

平成30年度は約1ヵ月間の冷房設備故障や9月の北海道胆振東
部地震の影響があったにも関わらず高い稼働率であったので、こ
の水準を維持していただきたい。今後も貸室の利用促進、とりわ
け利用率の低い実習室については、更なる工夫により利用率の
向上を目指していただきたい。
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